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「
学
長
」
―
学
生
か
ら
は
遠
い
存
在
。

そ
れ
を
良
い
意
味
で
崩
し
て
し
ま
お
う
と

学
生
た
ち
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
の
ぞ
ん
だ
。

学長プロフィール
名前は荒川正昭，昭和１１年３月２日旧満州に生まれ，新潟で育つ。

新大医学部卒業後，母校で教育，研究，診療に従事，睡眠時間４時間

の多忙ながら充実した生活を送る。現在は学長として，人並みの生

活を満喫している。趣味はミステリー小説，歴史小説，スキー，バ

レーボール。食べ物の好みはシンプルなもの（刺身，レアステーキ

など）。座右の銘は，人生感意気　功名誰復論（魏徴「述懐」より）

▼インタビューデータ▼

〈日　時〉
3月29日

AM9:30～10:30

〈ロケーション〉
学長室

〈レポーター〉
柳田　恭伸（農学部）
新保　麻希（医学部）
石塚麻衣子（医学部）

大学改革の真っ只中。
その心の中には

単なる自己犠牲を越えた
「人のため」があった。

地域の拠点大学，学際的な基幹大学として
質の高い大学にしたい。

新潟大学
学長インタビュー
新潟大学
学長インタビュー
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勉強することは，大き
なプレッシャーであり
努力も必要です。しか
し，それを経験するこ

とで，勉強が面白くなってくる
と思います。私は，好きなこと
を研究していたからこそ，今日
まで続けることができたと考え
ています。ですから，大学では
激しく勉強してください，とは
申しましても，研究することだ

個人の趣味に干渉する気はな
く，人に迷惑をかけなければ良
いのではないか。私は祖父の生
き方から、「人の立場を尊重し，
人に迷惑をかけてはならない」

ということを学びました。携帯
電話にしても使い方の問題でし
ょう。「今の若者は・・・」と
いう言葉は昔からありますが，
若者とは本来，時代を先取りし

てその時代から外にはみ出して
しまうものだと思います。ただ
日本人には「緑の黒髪」が似合
うと思います。黒髪をぜひとも
大事にしてほしいものです。私
は汗かきなので，夏はＹシャツ
と下着を２～３回着替えること
があります。今も鞄に着替えが
入っています。患者さんに不快
な思いをさせてはならないから
です。私の医師としてのモット
ーは、「人のために生活をして，
己のために生活せざる」であり
ます。これは自己犠牲という単
純なものでなく，患者さんの心
の支えになることが最も大切で
あると思います。

若者とは本来，時代を先取りして
その時代からはみ出してしまうもの。ただ・・・

緊張，プレッシャー。
汗もかいたし，もっと
聞きたいこともあった。

プレッシャーを経験すること。
それで勉強が面白くなる。

けが偉いのでは決してありませ
ん。世の中には，地味な仕事を
地道に努力している方々の方が
むしろ多くおりますが，その人
達が，軽くみられるような世の
中だとしたら，それは不愉快で
すね。また，皆さんが何をする
にしても，基礎的な学力や知識
は必要不可欠です。このために
は，先達が残した多くの書物
（古典）をもっと読んで欲しい

と思います。先達の書物には教
えられることが数多くありま
す。是非とも読んでください。
五十嵐キャンパスの周辺にはそ
れらを扱う本屋さんが見られな
いのは気になりますが・・・。
今は大学改革の真っ只中にあり
ます。私の夢は，新潟大学を新
潟を中心とした地域の拠点大学
として，また，学際的な基幹大
学として，教育，研究において
質の高い大学にしたいと願って
います。

レポーターの皆さんに

インタビューを終え
てみての感想は？

学長とのインタビューの間は，緊張

していないと思っていたけど，後で

服の下にたくさん汗をかいていたこ

とに気づき，緊張していたんだなぁ

と改めて実感した。いろいろ初めて

のことばかりで試行錯誤しながら準

備をしてきたけど，無事に終わり，

プレッシャーから解放されてホッと

したことが一番の感想です。

柳田恭伸

「学長」と言うと，私たち学生から

はとても遠い存在のように思われま

す。今回のインタビューでは，それ

を良い意味で崩してしまおう！私は

密かにそう企てていました。しかし

実際始まると厳かな雰囲気に圧倒さ

れて緊張緊張緊張・・・。は

ぁ・・・もっといろいろ聞きたい事

があったのになぁ・・。まぁ次回

（あるのか？？）がんばりましょ。

石塚麻衣子

今の学生に求めるものはありますか？
学長の夢はなんですか？

今の学生の服装や髪型についてどう思われますか？
また，学長自身何かこだわりはありますか？

必死に記録でがんばりました。学長

とお話する余裕がなくて，ちょっと

残念！

新保麻希


